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本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量
フォワーダ

片道運搬距離
数量

ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付きﾄﾗｯｸ
片道運搬距離

数量
林地傾

斜
延長

2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ m ㎥ ｍ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

1037は1 水涵保 スギ 42 保護伐 列状間伐（1伐2残） 0.72 33 18 498 113 0.23 47 1 48 全木 113 プロセッサ 48 932 48 中 大畑庁舎 11.0 作業期間の条件あり

1037は2 水涵保 スギ 43 保護伐 列状間伐（1伐2残） 0.60 33 18 416 94 0.23 39 1 40 全木 94 プロセッサ 40 921 40 中 大畑庁舎 11.0 作業期間の条件あり

1037へ1 水涵保 スギ 44 保護伐 列状間伐（1伐2残） 3.86 33 16 2,013 521 0.26 217 6 223 全木 521 プロセッサ 223 673 223 中 大畑庁舎 11.0 作業期間の条件あり

1037へ2 水涵保 スギ 44 保護伐 列状間伐（1伐2残） 4.00 33 16 2,084 541 0.26 225 7 232 全木 541 ﾌﾟﾛｾｯｻ 232 401 232 中 大畑庁舎 11.0 作業期間の条件あり

1037へ3 水涵保 スギ 43 保護伐 列状間伐（1伐2残） 2.78 33 18 1,839 525 0.29 232 1 233 全木 525 ﾁｪｰﾝｿｰ 233 188 233 中 大畑庁舎 11.5 作業期間の条件あり

1037へ4 水涵保 スギ 43 保護伐 列状間伐（1伐2残） 2.68 33 18 1,777 506 0.28 223 1 224 全木 506 プロセッサ 224 325 224 中 大畑庁舎 11.5

1037へ5 水涵保 スギ 42 保護伐 列状間伐（1伐2残） 1.30 33 18 860 245 0.28 108 0 108 全木 245 プロセッサ 108 461 108 緩 大畑庁舎 11.5

1037へ6 水涵保 スギ 43 保護伐 列状間伐（1伐2残） 0.45 33 18 294 84 0.29 38 0 38 全木 84 プロセッサ 38 364 38 中 大畑庁舎 11.5

1037へ7 水涵保 スギ 42 保護伐 列状間伐（1伐2残） 0.23 33 18 151 44 0.29 20 0 20 全木 44 プロセッサ 20 55 20 中 大畑庁舎 11.5

1037と 水涵保 ヒバ 99 一般 高齢級間伐 5.63 30 34 1,168 932 0.80 587 0 587 全幹 932 ﾁｪｰﾝｿｰ 587 605 587 5,000 587 中 大畑庁舎 11.5

1037ぬ 水涵保 スギ 42 保護伐 列状間伐（1伐3残） 8.16 25 22 2,827 1,254 0.44 562 12 574 全木 1,254 プロセッサ 574 322 574 中 大畑庁舎 11.5

1037る1 水涵保 スギ 45 保護伐 列状間伐（1伐3残） 6.27 25 24 1,596 1,061 0.66 482 7 489 全木 1,061 プロセッサ 489 163 489 中 大畑庁舎 11.0

1037よ 水涵保 スギ 43 保護伐 列状間伐（1伐2残） 1.03 33 20 420 124 0.30 56 2 58 全木 124 プロセッサ 58 893 58 急 大畑庁舎 11.0

1096い2 水涵保 ヒバ 168 天然林受光伐 択伐 33.14 7 58 263 1,062 4.04 795 1 796 全幹 1,062 ﾁｪｰﾝｿｰ 796 717 796 23,200 796 中 大畑庁舎 27.9

1096ろ 水涵保 スギ 58 保護伐 定性間伐 12.80 20 24 1,764 861 0.49 357 0 357 全木 861 プロセッサ 357 526 357 中 大畑庁舎 27.9

1099い1 水涵保 ヒバ 158 天然林受光伐 択伐 12.51 7 68 81 310 3.83 233 0 233 全幹 310 ﾁｪｰﾝｿｰ 233 259 233 19,000 233 中 大畑庁舎 26.2

1099い3 水涵保 ヒバ 158 天然林受光伐 択伐 32.31 7 66 213 823 3.86 617 0 617 全幹 823 ﾁｪｰﾝｿｰ 617 459 617 19,700 617 中 大畑庁舎 26.9

1099ほ1 水涵保 スギ 41 保護伐 列状間伐（1伐3残） 0.08 25 20 28 10 0.36 5 0 5 全木 10 プロセッサ 5 13 5 中 大畑庁舎 26.2

1099ほ2 水涵保 スギ 41 保護伐 列状間伐（1伐3残） 0.06 25 18 22 7 0.32 3 0 3 全木 7 プロセッサ 3 25 3 中 大畑庁舎 26.2

1099ほ3 水涵保 スギ 41 保護伐 列状間伐（1伐3残） 0.18 25 20 53 21 0.40 9 0 9 全木 21 プロセッサ 9 25 9 緩 大畑庁舎 26.9

1100ろ 水涵保 スギ 55 保護伐 列状間伐（1伐3残） 6.82 25 20 2,522 1,114 0.44 538 3 541 全木 1,114 プロセッサ 541 226 541 中 大畑庁舎 28.9

1100は 水涵保 スギ 54 保護伐 列状間伐（1伐3残） 6.45 25 20 2,381 1,054 0.44 510 3 513 全木 1,054 プロセッサ 513 323 513 緩 大畑庁舎 29.1

1107ろ1 水涵保 スギ 52 保護伐 定性間伐 1.59 20 22 333 191 0.57 80 0 80 全木 191 プロセッサ 80 160 80 中 大畑庁舎 28.2

1107ろ2 水涵保 スギ 51 保護伐 定性間伐 4.77 20 22 994 574 0.58 241 0 241 全木 574 プロセッサ 241 165 241 中 大畑庁舎 28.7

1107は 水涵保 スギ 51 保護伐 定性間伐 4.33 20 24 648 407 0.63 171 0 171 全木 407 プロセッサ 171 193 171 中 大畑庁舎 29.1

1107に 水涵保 スギ 51 保護伐 定性間伐 5.57 20 24 832 524 0.63 220 0 220 全木 524 プロセッサ 220 283 220 中 大畑庁舎 29.3

1107ほ 水涵保 スギ 47 保護伐 定性間伐 6.81 20 22 1,063 637 0.60 267 0 267 全木 637 プロセッサ 267 288 267 中 大畑庁舎 29.7

1107へ 水涵保 スギ 48 保護伐 定性間伐 1.87 20 22 293 175 0.60 74 0 74 全木 175 プロセッサ 74 167 74 中 大畑庁舎 29.8

1107と 水涵保 スギ 46 保護伐 定性間伐 9.5 20 26 1,693 1,242 0.73 524 0 524 全木 1,242 プロセッサ 524 521 524 中 大畑庁舎 30.2

1112ろ2 水涵保 スギ 57 保護伐 列状間伐（1伐3残） 1.4 25 18 448 107 0.24 44 3 47 全木 107 プロセッサ 47 198 47 中 大畑庁舎 26.1

1112ろ3 水涵保 スギ 56 保護伐 列状間伐（1伐3残） 0.31 25 20 160 57 0.36 26 0 26 全木 57 プロセッサ 26 58 26 中 大畑庁舎 26.2

1113ろ1 水涵保 スギ 57 保護伐 列状間伐（1伐3残） 2.04 25 20 729 299 0.41 124 7 131 全木 299 プロセッサ 131 223 131 中 大畑庁舎 28.2

生産量
最寄り市町村から

の距離 備　考

伐倒 集・造材 小運搬巻立 森林作業道作設 林地保全
土場作設等

砂利
数量

薬剤
散布
（ｽﾐﾊﾟ
ｲﾝ）

予定作業量

鉄板
規格*枚数

伐採方法

　　令和７年度　　　林分条件調査表
森林管理署 下北森林管理署
物件番号
物件名 製品生産及び森林環境保全整備事業（朝比奈岳国有林外）

林小班
保安林
種別等

主要樹種
林
齢

事業区分 面積
伐
採
率

平均
胸高
直径

立木資材量
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生産量
最寄り市町村から

の距離 備　考

伐倒 集・造材 小運搬巻立 森林作業道作設 林地保全
土場作設等

砂利
数量

薬剤
散布
（ｽﾐﾊﾟ
ｲﾝ）

予定作業量

鉄板
規格*枚数

伐採方法

　　令和７年度　　　林分条件調査表
森林管理署 下北森林管理署
物件番号
物件名 製品生産及び森林環境保全整備事業（朝比奈岳国有林外）

林小班
保安林
種別等

主要樹種
林
齢

事業区分 面積
伐
採
率

平均
胸高
直径

立木資材量

1113ろ2 水涵保 スギ 57 保護伐 列状間伐（1伐3残） 2.61 25 20 785 270 0.34 114 5 119 全木 270 プロセッサ 119 297 119 中 大畑庁舎 28.9

1113ろ3 水涵保 スギ 57 保護伐 列状間伐（1伐3残） 6.48 25 20 1,945 668 0.34 275 13 288 全木 668 プロセッサ 288 260 288 中 大畑庁舎 28.9

1115ろ1 水涵保 スギ 58 保護伐 定性間伐 4.08 20 32 405 449 1.11 202 0 202 全木 449 プロセッサ 202 263 202 中 大畑庁舎 26.6

1115ろ2 水涵保 スギ 57 保護伐 定性間伐 8.31 20 28 1,509 907 0.60 408 0 408 全木 907 プロセッサ 408 692 408 中 大畑庁舎 26.6

1115ろ3 水涵保 スギ 58 保護伐 定性間伐 7.69 20 28 1,188 747 0.63 324 0 324 全木 747 プロセッサ 324 549 324 中 大畑庁舎 27.2

1115ろ4 水涵保 スギ 58 保護伐 定性間伐 6.66 20 28 1,029 646 0.63 278 0 278 全木 646 プロセッサ 278 799 278 中 大畑庁舎 27.2

1115ろ5 水涵保 スギ 50 保護伐 定性間伐 9.85 20 26 1,715 1,118 0.65 490 0 490 全木 1,118 プロセッサ 490 1072 490 中 大畑庁舎 27.2

1115は 水涵保 スギ 56 保護伐 定性間伐 0.13 20 34 12 17 1.42 7 0 7 全木 17 プロセッサ 7 252 7 中 大畑庁舎 26.6

合計 226.06 39,051 20,341 0.52 9,772 73 9,845 20,341 9,845 9,845 2,233 34,410m 0 0
BH 0.45　20
WL 1.3~1.4

10

3600
（150倍希

釈後の量）

１ 量の端数は単位以下第１位を四捨五入し、単位止めとする。
２ 面積は伐採面積とする。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄は以下の区分とする。
　　緩：０°～２０°、中：２０°～３０°、急：３０°以上
４ 森林作業道作設の土質等欄は、作設に当たり特に留意する必要がある場合に記載する。
５ 最寄りの市町村役場（支所含む）からの距離欄は、物件番号毎の代表箇所について市町村役場を記入し、距離は単位以下第１位止めとする。
６ 伐採箇所、土場、森林作業道作設予定線(既設集材路含む）、編柵および沢については、作業計画図に図示する。

７ その他必要な項目があれば備考欄に記載する。



５号物件

林小班

1037は１外39 概ね 34,410 m

森林作業道延長距離



別紙

 素材検知業務請負（朝比奈岳国有林外） 単位：㎥

物件番号 材　　種 作　業　工　程 予　　定　　数　　量 備　　　　　考

第５号 素  材 （１）の業務 3,938

（２）の業務 1,969

（５）の業務 3,938

合計 9,845

（１）の業務

（２）の業務

（３）の業務

（４）の業務

（５）の業務

検知業務請負（作業内容）

　素材の長級・径級を測定、木口表示を行い、指定野帳に記入し、巻立標示
板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。

　素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行い、指定野帳に記入
し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。

　素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行い、トラック運材の積
み込み本数を確認し送状に記載・交付する作業、及び最終貯木土場におい
て指定野帳に記入し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。

　素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行い、材積計算を行
い、送状（概算引渡物件明細書）を交付し、スプレーの塗布を行う作業。

　低質材及び低評価一般材の層積検知（縦、横、高さを測る）を行い指定野
帳に記載し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。

検知業務請負作業内訳書


